
 

 

ＭＩＲＡＩプログラム ２０２４ 令和６年度結果概要 

 

 

１． プログラム概要 

外務省では、令和６年度「対日理解促進交流プログラム」の一環として、「ＭＩＲＡＩプログラム」

との名前で、日本の政治・社会・歴史及び外交政策に関する理解促進や日本の魅力等の積極的な発

信を目的とし、欧州・中央アジア・コーカサス地域から、将来の活躍が期待される大学生・大学院生

及び若手実務者８４名を招へいしました。 

本プログラムでは、地域又はテーマ毎に計６グループに分けました。 

対面招へいでは、 第１グループ（西バルカン地域「平和構築」）は令和６年１２月４日から１２月

１０日まで、第２グループ（外交・安全保障）は令和６年１１月６日から１１月１２日まで、 第３

グループ（経済・ビジネス）は令和６年１１月６日から１１月１２日まで、 第４グループ（科学・

技術）は令和６年１２月４日から１２月１０日まで、 第５グループ（環境・グリーン）は令和６年

１１月６日から１１月１２日まで、 第６グループ（中央アジア・コーカサス地域「法の支配」）は令

和７年１月１４日から１月２０日まで、 それぞれ実施しました。 

参加者は、 行政機関での講義の他、 企業訪問、 大学訪問、 地方訪問、 文化体験を通じ、 日本

を取り巻く国際情勢や日本の社会・経済・科学技術について理解を深めました。日程を終えた参加

者からは、 今後も日本に関心を持ち続け、 またプログラムで育んだ日本との繋がりや学生交流で

生まれた友情を大切にしていきたいとの思いも聞かれており、 帰国後にそれぞれＳＮＳやその他の

メディアを通じて、 日本で学んだことや日本の魅力等を積極的に発信しています。この様に、 本

プログラムは、 国際社会における対日イメージの向上や、 日本に対する関心を持続的に高める役

割を果たしています。 

 

２． 参加国・人数及び訪問地 

第１グループ（平和構築） 

選出国 西バルカン諸国６ヵ国（国籍 ６ヵ国）、１４名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 アルバニア 2 5 モンテネグロ 1 

2 コソボ 2 6 北マケドニア 2 

3 セルビア 3  RYCO（引率・北マケドニ

ア）* 

1 

4 ボスニア・ヘルツェゴビナ 3 

総計 14 

  （訪問地：東京都、広島県） 

  *西バルカン地域青年協力機構（RYCO） 

    *選出国ボスニア・ヘルツェゴビナから、クロアチア国籍１ 
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第２グループ（外交・安全保障） 

選出国 欧州１６か国（国籍１６）、 １６名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 アイルランド 1 9 フランス 1 

2 アンドラ 1 10 ブルガリア 1 

3 イタリア 1 11 ベラルーシ 1 

4 キプロス 1 12 ポーランド 1 

5 スペイン 1 13 ポルトガル 1 

6 デンマーク 1 14 モルドバ 1 

7 ドイツ 1 15 ルーマニア 1 

8 ハンガリー １ 16 英国 1 

総計 16 

（訪問地：東京都・埼玉県） 

 

第３グループ（経済・ビジネス） 

選出国 欧州１２ヵ国（国籍 １２ヵ国）、１２名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 イタリア 1 7 スロバキア 1 

2 ウクライナ 1 8 ドイツ 1 

3 エストニア 1 9 フィンランド 1 

4 ギリシャ 1 10 フランス 1 

5 サンマリノ １ 11 ルーマニア 1 

6 スペイン １ 12 英国 1 

総計 12 

（訪問地：東京都、山梨県） 

 

第４グループ（科学・技術） 

選出国 欧州１４ヵ国（国籍１４ヵ国）、１４名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アイスランド １ 9 ドイツ １ 

2 イタリア １ 10 ノルウェー １ 

3 ウクライナ １ 11 フランス １ 

4 エストニア １ 12 ポーランド １ 

5 オーストリア １ 13 マルタ １ 

6 オランダ １ 14 リトアニア １ 

7 スペイン １ 15 英国 １ 
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8 スロベニア 1    

総計 15 

（訪問地：東京都、埼玉県、茨城県） 

 

第５グループ（環境・グリーン） 

選出国 欧州１4 ヵ国（国籍 １４か国）、１４名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 イタリア 1 9 フランス １ 

2 オーストリア 1 10 ブルガリア １ 

3 クロアチア １ 11 ベルギー １ 

4 スウェーデン １ 12 モナコ １ 

5 スペイン １ 13 ラトビア １ 

6 チェコ 1 14 ルクセンブルク 1 

7 ドイツ １ 15 英国 １ 

8 ノルウェー 1    

総計 15 

（訪問地：東京都、神奈川県、山梨県） 

 *選出国ルクセンブルクから、フランス国籍１ 

 

第６グループ（法の支配） 

選出国 中央アジア・コーカサス地域 ８ヵ国（国籍８ヵ国）、１２名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アゼルバイジャン 1 5 キルギス 2 

2 アルメニア 1 6 ジョージア 1 

3 ウズベキスタン 2 7 タジキスタン 2 

4 カザフスタン 2 8 トルクメニスタン 1 

総計 12 

（訪問地：東京都、山梨県） 

 

３． 日程 

１） プレプログラム（事前学習） 

2024 年 9月 6 日（金

曜日）から 9 月 13 日

（金曜日）まで 

動画配信 

対日理解促進交流プログラム「MIRAI」事業概要説明 

2024 年 9月 14 日（土

曜日） 

合同オリエンテーション 

日本理解講義、グループディスカッション 



 

4 
 

 

２） 招へいプログラム 

第１グループ（平和構築）西バルカン諸国 

12 月 4 日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

12 月 5 日（木曜日） 【テーマ関連講義】外務省 

【テーマ関連講義・意見交換】独立行政法人 国際協力機構(JICA) 

12 月 6 日（金曜日） 【学校交流・講義】上智大学（四谷キャンパス） 

（ワークショップを通した大学・大学院生との意見交換・交流） 

東京都から広島県へ移動 

12 月 7 日（土曜日） 【日本文化体験】書道体験 

【視察】宮島 

12 月 8 日（日曜日） 【テーマ関連視察】平和記念公園・広島平和記念資料館 

【テーマ関連講義・視察】sokoiko!広島ピースツアー 

広島県から東京都へ移動 

12 月 9 日（月曜日） 【視察】浅草寺 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 外務大臣政務官 松本 尚氏 

【報告会】外務省 訪日成果、帰国後の活動計画発表  

12 月 10 日（火曜日） 本邦発 

 

第２グループ（外交・安全保障）欧州諸国 

11 月 6 日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

【テーマ関連講義】外務省 

11 月 7 日（木曜日） 【テーマ関連講義・視察・意見交換】防衛省 

【テーマ関連講義・視察・意見交換】独立行政法人 国際協力機構

（JICA） 緒方貞子平和開発研究所 

11 月 8 日（金曜日） 【学校交流・講義】慶應義塾大学 

（講義聴講、大学・大学院生との意見交換・交流） 

【視察】東京タワー 

11 月 9 日（土曜日） 【テーマ関連視察】外交史料館展示 

【テーマ関連視察】国会議事堂 

【視察】浅草寺 

11 月 10 日（日曜日） 【テーマ関連視察】内閣官房 領土・主権展示館 

【視察】東京国立博物館 

【文化体験】茶道体験 

11 月 11 日（月曜日） 【テーマ関連視察】陸上自衛隊広報センター「りっくんランド」 
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【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 外務大臣政務官 深澤 陽一 氏 

【報告会】外務省 訪日成果、帰国後の活動計画発表  

11 月 12 日（火曜日） 本邦発 

 

第３グループ（経済・ビジネス）欧州諸国 

11 月 6 日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

11 月 7 日（木曜日） 【学校交流】一橋大学大学院 経済学研究科・経済学部 

（ワークショップを通した大学・大学院生との意見交換・交流） 

11 月 8 日（金曜日） 【テーマ関連視察】東証 Arrows 

【テーマ関連講義・視察】東京開業ワンストップセンター（東京都支
援プログラム）及び Tokyo Innovation Base（東京イノベーションベ

ース、TIB）視察 

11 月 9 日（土曜日） 【視察】忍野八海（世界遺産構成資産登録） 

【視察】北口本宮冨士浅間神社 

【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産センター 

11 月 10 日（日曜日） 【視察】東京国立博物館 

【文化体験】茶道体験 

【視察】浅草 

11 月 11 日（月曜日） 【テーマ関連視察・交流】株式会社 中川政七商店、アナザー・ジ

ャパン視察 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 外務大臣政務官 深澤 陽一 氏 

【報告会】外務省 訪日成果、帰国後の活動計画発表  

11 月 12 日（火曜日） 本邦発 

 

第４グループ（科学・技術）欧州諸国 

12 月 4 日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

12 月 5 日（木曜日） 【学校交流・講義】芝浦工業大学 

（ワークショップを通した大学・大学院生との意見交換・交流） 

12 月 6 日（金曜日） 【テーマ関連視察】パナソニックセンター東京 

【テーマ関連視察】国立研究開発法人 理化学研究所 脳神経科学研

究センター 

茨城県へ移動 

12 月 7 日（土曜日） 【テーマ関連視察・質疑応答】CYBERDYNE STUDIO 

【テーマ関連視察】筑波宇宙センター（JAXA） 

12 月 8 日（日曜日） 【日本文化体験】提灯づくり体験 
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【視察】茨城県立歴史館 

【日本文化体験】鎧兜、十二単試着体験（茨城県立歴史館内） 

茨城県から東京都へ移動 

12 月 9 日（月曜日） 【視察】浅草寺 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 外務大臣政務官 松本 尚 氏 

【報告会】外務省 訪日成果、帰国後の活動計画発表  

12 月 10 日（火曜日） 本邦発 

 

第５グループ（環境・グリーン）欧州諸国 

11 月 6 日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

11 月 7 日（木曜日） 【視察】深川江戸資料館 

【学校交流・講義】早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科

（テーマ関連講義聴講、大学・大学院生との意見交換・交流） 

11 月 8 日（金曜日） 【テーマ関連視察】川崎市環境総合研究所 

【テーマ講義】国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開

発機構（NEDO） 

11 月 9 日（土曜日） 【視察】忍野八海（世界遺産構成資産登録） 

【視察】北口本宮冨士浅間神社 

【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産センター 

11 月 10 日（日曜日） 【文化体験】茶道体験 

【視察】東京国立博物館 

【視察】増上寺・東京タワー 

11 月 11 日（月曜日） 【テーマ関連講義】経済産業省 産業技術政策局 環境政策課 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 外務大臣政務官 深澤 陽一 氏 

【報告会】外務省 訪日成果、帰国後の活動計画発表 

11 月 12 日（火曜日） 本邦発 

 

第６グループ（法の支配）中央アジア・コーカサス地域 

1 月 14 日（火曜日） 本邦着 

1 月 15 日（水曜日） 【オリエンテーション】 

【テーマ関連講義】外務省 

1 月 16 日（木曜日) 【テーマ関連施設・機関視察・講義】国際法務総合センター 

1 月 17 日（金曜日)  【テーマ関連講義・視察】最高裁判所 

【学校交流・講義】慶應義塾大学 大学院 法務研究科 

（テーマ関連講義聴講、大学・大学院生との意見交換・交流） 
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1 月 18 日(土曜日) 【テーマ理解講義・テーマ関連講義】浅草商店連合会 

【視察】浅草寺、浅草神社、伝法院庭園、花やしき 

【文化体験】茶道体験 

1 月 19 日(日曜日)  【視察】忍野八海（世界遺産構成資産）  

【視察】北口本宮冨士浅間神社  

【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産センター   

1 月 20 日(月曜日)  【テーマ関連講義・視察】西村あさひ法律事務所・外国法共同事業 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 外務大臣政務官 松本 尚 氏 

【報告会】外務省 訪日成果、帰国後の活動計画発表 

 

４． MIRAI プログラム記録写真 

プレプログラム（オンライン事前学習） 
 

 

2024 年 9 月 14 日【合同オリエンテーション】 

日本理解講義「日本文化トリビア集」 

2024 年 9 月 14 日【合同オリエンテーション】 

記念撮影 

 

第１グループ（平和構築）西バルカン諸国 
 

 

2024 年 12 月 4 日【オリエンテーション】 

グループ別ミーティング 

2024 年 12 月 5 日【テーマ関連講義】 

外務省によるブリーフィング 
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2024 年 12 月 5 日【テーマ関連講義・意見交換】 

独立行政法人 国際協力機構（JICA） 

2024 年 12 月 5 日【テーマ関連講義・意見交換】 

独立行政法人 国際協力機構（JICA） 
 

 

2024 年 12 月 6 日【学校交流】 

上智大学（四谷キャンパス） 

2024 年 12 月 6 日【学校交流】 

上智大学（四谷キャンパス） 

    
 

2024 年 12 月 7 日【文化体験】書道体験 2024 年 12 月 7 日【視察】宮島 

 
 

2024 年 12 月 8 日【テーマ関連視察】 

広島平和記念資料館 

2024 年 12 月 8 日【テーマ関連講義・視察】 

sokoiko! 広島ピースツアー 
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2024 年 12 月 9 日 【視察】浅草寺 
2024 年 12 月 9 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 松本 尚 氏（写真：外務省提供） 
 

 

2024 年 12 月 9 日【報告会】訪日成果・帰国後の活動

計画発表 

2024 年 12 月 9 日【報告会】訪日成果・帰国後の活動

計画発表 
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第２グループ（外交・安全保障）欧州諸国 

 

 

 

 

2024 年 11 月 6 日【テーマ関連講義】 

外務省 

2024 年 11 月 7 日【テーマ関連講義・視察・意見交

換】防衛省 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 7 日【テーマ関連講義・視察・意見交

換】JICA 緒方貞子平和開発研究所 
2024 年 11 月 8 日【学校交流】慶應義塾大学 

 

 

 

 

2024 年 11 月 9 日【テーマ関連視察】 

外交史料館展示室 

2024 年 11 月 9 日【テーマ関連視察】 

国会議事堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 9 日【視察】 

浅草寺 

2024 年 11 月 10 日【テーマ関連視察】 

領土・主権展示館 
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2024 年 11 月 10 日【文化体験】 

茶道体験（東京国立博物館 九条館） 

2024 年 11 月 11 日【テーマ関連視察】 

陸上自衛隊広報センター「りっくんランド」 

 

 

2024 年 11 月 11 日【報告会】 
2024 年 11 月 11 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 深澤 陽一氏（写真：外務省提供） 
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第３グループ（経済・ビジネス）欧州諸国 

  

2024 年 11 月 7 日【学校交流】 

一橋大学（国立キャンパス） 

2024 年 11 月 8 日【テーマ関連視察】 

東証 Arrows 

  

2024 年 11 月 8 日【テーマ関連視察・講義】 

インベスト トーキョー・Tokyo Innovation Base 

2024 年 11 月 9 日【視察】 

忍野八海（世界遺産構成資産登録） 

  

2024 年 11 月 9 日【視察・講義】 

山梨県立富士山世界遺産センター 

2024 年 11 月 10 日【文化体験】 

茶道体験（東京国立博物館 九条館） 



 

13 
 

  

2024 年 11 月 10 日【視察】 

浅草寺 

2024 年 11 月 11 日【テーマ関連視察・交流】 

株式会社 中川政七商店・アナザー・ジャパン 

 

 

2024 年 11 月 11 日【報告会】 
2024 年 11 月 11 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 深澤 陽一 氏（写真：外務省提供） 
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第４グループ（科学・技術）欧州諸国 

 

 

 

2024 年 12 月 4 日【オリエンテーション】 2024 年 12 月 5 日【学校交流】芝浦工業大学 

 

 

 

2024 年 12 月 5 日【学校交流】芝浦工業大学 
2024 年 12 月 6 日【テーマ関連視察】 

パナソニックセンター東京 
 

 

2024 年 12 月 6 日【テーマ関連視察】 

理化学研究所 脳神経科学研究センター 

2024 年 12 月 7 日【テーマ関連視察】 

CYBERDYNE STUDIO 
 

 

2024 年 12 月 7 日【テーマ関連視察】 

JAXA 筑波宇宙センター 

2024 年 12 月 8 日【体験】 

提灯づくり体験 
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2024 年 12 月 8 日【視察・文化体験】 

茨城県立歴史館、鎧兜、十二単試着体験 
2024 年 12 月 9 日【視察】浅草寺 

  

2024 年 12 月 9 日【報告会】 
2024 年 12 月 9 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 松本 尚 氏（写真：外務省提供） 
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第５グループ（環境・グリーン）欧州諸国 
 

 

2024 年 11 月 7 日【視察】 

深川江戸資料館 

2024 年 11 月 7 日【学校交流】 

早稲田大学 大学院環境・エネルギー研究科 

 

 

2024 年 11 月 7 日【学校交流】早稲田大学 大学院環

境・エネルギー研究科 キャンパスツアーの様子 

2024 年 11 月 8 日【講義】 

NEDO 
  

2024 年 11 月 9 日【視察】 

忍野八海 

 2024 年 11 月 9 日【講義・視察】 

山梨県立富士山世界遺産センター 
 

 

2024 年 11 月 10 日【文化体験】 

茶道体験（東京国立博物館 九条館） 

2024 年 11 月 11 日【テーマ関連講義】 

経済産業省 
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2024 年 11 月 11 日【報告会】 
2024 年 11 月 11 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 深澤 陽一 氏（写真：外務省提供） 

 

第６グループ（法の支配）中央アジア・コーカサス地域 
 

 

2025 年 1 月 15 日【テーマ関連講義】 

外務省基調講演 

2025 年 1 月 16 日【テーマ関連講義・視察】 

法務省 国際法務総合センター 
 

 

2025 年 1 月 16 日【テーマ関連講義・視察】 

法務省 国際法務総合センター 

2025 年 1 月 16 日【視察】 

東日本成人矯正医療センター 

 

 

2025 年 1 月 17 日【テーマ関連講義・視察】 

最高裁判所 

2025 年 1 月 17 日【テーマ関連講義・学校交流】 

慶應義塾大学大学院 法務研究科 
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2025 年 1 月 17 日【テーマ関連講義・学校交流】 

慶應義塾大学 大学院 法務研究科 

2025 年 1 月 18 日【視察】 

忍野八海（世界遺産構成資産登録） 

 

 

2025 年 1 月 18 日【視察】 

山梨県立富士山世界遺産センター 

2025 年 1 月 19 日【視察】 

辻 清人 内閣府副大臣からの挨拶と意見交換 

  

2025 年 1 月 19 日【視察】浅草寺 
2025 年 1 月 20 日【テーマ関連講義・視察】 

西村あさひ法律事務所・外国法共同事業 
 

 

2025 年 1 月 20 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 松本 尚 氏（外務省提供） 
2025 年 1 月 20 日【報告会】 
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５． 参加者の感想（抜粋） 

第１グループ（平和構築）西バルカン諸国 

オンラインプログラム 

 アルバニア 大学生 

合同オリエンテーションはとてもよく企画されていました。友好的な雰囲気で良かったです。スチ

ュワート氏の講義はすばらしくて、日本に対する関心がさらに高まりました。実際にそのすばらし

い文化を体験する日まで、文字通り指折り数えて楽しみにしています。講義では、相撲の土俵にはも

ともと四隅に柱がありましたが、現在は存在しないことなどを知ることができました。 

招へいプログラム 

 北マケドニア 大学院生 

上智大学での交流が一番印象深いです。来日後、JICA でのディスカッションを除くと、初めてのデ

ィスカッションプログラムでした。大学生との交流、経験の共有や、友情を育む貴重な機会となり、

とても良かったと思います。 

 アルバニア 大学生 

最も印象に残っているのは、（ピースツアーの）ガイドさんです。人とのつながり、互いに親切であ

り、許し合うことの必要性に焦点を当てていて、人間性について私の見方を変えてくれました。ま

た、核の脅威に対する恐れを改めて感じさせるという点で、人生が一変するような経験でした。 

 コソボ 大学生 

私にとって一番印象的だったのは、日本の学生と経験を共有し合いながら、平和教育について共に

学んだ交流です。自国の教育の場には、そのような教科はありません。また、西バルカン諸国に対す

る日本の影響や JICA 事業について知識を深めることもできました。 

 

第２グループ（外交・安全保障）欧州諸国 

オンラインプログラム 

 ルーマニア 大学院生 

今日の合同オリエンテーションで最も印象深いのは、アットキン氏による講義です。招き猫の意義

や形に触れてお話されていたところが特に楽しかったです。日本の映像撮影や舞台芸能である文楽

や歌舞伎に話題が及ぶと、講師は主だった人形や人形遣い、映画やディレクターについて詳しく説

明して下さいました。また切手や浮世絵についても、その芸術的なデザインや様々な逸話について

ご紹介いただき、とても興味深く拝聴しました。 

招へいプログラム 

 モルドバ 大学生 

日本の社会、文化、伝統、歴史、そして国際社会における役割に感銘を受けました。日本の外交政策

や活動、日本が感じている脅威やその解決策など、多くの事について知見を深めることができまし

た。慶應義塾大学を訪問し、日本の学生と各国の民主主義、国際協力、安全保障問題、FOIP につい

て話し、国際的な出来事についても様々な意見を交換することができました。とても楽しかったで

す。国会や防衛省のような重要機関で学ぶ機会があったことも思い出に残っています。 

 ポーランド 大学生 

プログラムでは毎日がとても充実していました。省庁に行ったり、大学の授業に参加したり、現地の
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学生に会ったりと、多くの場所を訪れ、さらに多くのことを学ぶすばらしい経験でした。学生達と話

したおかげで、日本の学校制度についても学ぶことができました。歴史的価値の高い国際条約などが

展示されていた外交史料館の見学もとても良かったです。 

 フランス 大学生 

プログラム中、最も感銘を受けたのは企画された内容の質と多様性、そして関わった日本の人々の効

率性と献身性です。防衛省と外務省で行われた講義はどちらもすばらしく、日本の防衛戦略に携わる

人々と交流する機会があったおかげで、より正確に日本の状況について理解することができました。

茶道体験をとても楽しみにしていましたが、期待以上にすばらしい経験となりました。すべての動作

から醸し出される精神性に本当に感動しました。日本の伝統文化を直接肌で感じ、政府機関に足を運

ぶことができたことは間違いなく貴重な体験でした。また、日本食を食べる機会が多かったことも、

日本文化をより深く知るきっかけとなりました。 

 

第３グループ（経済・ビジネス）欧州諸国 

オンラインプログラム 

 英国 大学生 

今日は、講師であるアットキン氏の日本文化に対する見識の深さに感銘を受けました。特に日本円

通貨の歴史について、アルミ硬貨と金属硬貨の変遷や、最近、偽札防止対策として 3D ホログラムを

新紙幣に導入したという話に興味を覚えました。男性の顎ひげや繊細な線などの込み入ったデザイ

ンが、偽札の製造を困難にするということでした。さらに、相撲が日本の国技であることや土俵につ

いて理解を深めると、アットキン氏が日本の相撲と個人的につながりがあるという話題にも好奇心

をそそられました。食事中に音を立ててすすること習慣など、日本の風習について学び、ヨーロッパ

の習慣と比較することも同様に魅力的でした。 

招へいプログラム 

 フランス 大学院生 

私にとって最も印象的だったのは、一橋大学と中学校の両方を訪問したことです。大学では、日本の

学生と交流し、彼らの学び方やあり方について知ることができました。彼らの生活、日本での経験、

そして抱負について多くの質問をすることができ、深い洞察を得ることができました。 

中学校については、とてもユニークな経験で、このような場所を訪れることができるとは想像もし

ていませんでした。教育システムについて詳しく知ることができ、生の英語の授業に参加できたこ

とは本当に有意義でした。この体験は、唯一無二のものだったので、私が生きている間、ずっと頭の

中に残り続けると思います。 

 スペイン 大学院生 

中学校への訪問がとても気に入りました。生徒同士や先生との関わり方、講義の進め方、授業で使う

教材など、日本人がどのように育てられているかを知ることができたのは、とてもすばらしい経験

だったと思います。また、現代と伝統の大きな対比にも感銘を受けました。これは日本文化の独特な

特徴であり、日本に適応し、正しく振る舞うためには、微妙な詳細を理解する必要があると思いま

す。そして最後に、一橋大学での講義にはとても驚きました。講義の進め方は、私にとってとても新

鮮でした。授業中に行われたゲームの経験から、新たな知識を得ることができました。日本社会がビ

ジネス分野でどのように機能しているかを理解する上で、意義のある講義でした。 
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 ドイツ 大学生 

最も印象的だったのは、旅行全体の計画だったと思います。さまざまな日本料理やアジア料理を楽しむ

ことができるレストランの選択から、訪問先まで、すべてが完璧でした。また、東京の多くの場所を見る

ことができるように、レストランは異なる地区にありました。国立博物館や茶道のような文化的なもの

から、学生が企画したショップや東京証券取引所、東京イノベーションベースといったビジネス的なも

のまで、たくさん見ることができましたし、大学訪問では、日本の学生と交流することもできました。全

体的に、綿密な計画にとても感心しました。しかし、もし印象に残ったアクティビティを一つ選ぶとした

ら、富士山への旅行と大学交流でしょう。富士山を見ることは私の夢でしたし、天候にも恵まれました。

また、大学では、学生との交流や学生生活について聞くことができ、 修士課程では日本での学期留学も

予定しているので、とても役に立ちました。 

 

第４グループ（科学・技術）欧州諸国 

オンラインプログラム 

 イタリア 大学生 

今日の合同オリエンテーションで印象深かったのは間違いなく、外務省の柿原氏による歓迎のご挨

拶とアトキン氏による講義でした。ご挨拶を聞きながら、今回私たちが本当に貴重な機会をいただ

いたことを実感し、感慨深いものを感じました。このような機会を何年も待っていた私にとって、参

加者である私たちがそれぞれの分野で担う役割に対する期待など、柿原氏の一言一言にとても感動

しました。改めて、出来ることに最善を尽くそうと思いました。講義においては、知識に富んだアト

キン氏のような方から聞くことは本当にすばらしく、日本や日本文化に対するアトキン氏の熱意を

感じました。さらに私にもその熱が伝染し、より興味が沸き、日本を訪れて見聞を広げることがさら

に楽しみになりました。 

招へいプログラム 

 オーストリア 大学生 

日本の大学生がどのように日課をこなし、どのように学問の環境を切り開いているのかを間近に見

られたのは本当に楽しかったです。彼らが使っている施設や、教室や研究室がどのように配置され

ているのか、どのように研究を進めているのかを視察するのはとても興味深かったです。彼らと話

し、彼らの仕事や目標、考え方について有意義な会話を交わすことは、信じられないほど充実した経

験でした。彼らの学問的実践だけでなく、文化や考え方についても多くを学びました。全体として、

貴重な見識とインスピレーションを与えてくれたすばらしい経験でした。 

 ポーランド 大学院生 

私は医学生で神経学に興味があるので、理化学研究所脳神経科学研究センターの視察が一番楽しか

ったです。訪問後、科学者として本当に変化を起こせると感じました。また、理化学研究所脳神経科

学研究センターが若手研究者に提供している（研究）機会についても知ることができました。 

 スペイン 大学生 

私の専門と関係が深いので、パナソニックの視察はとても気に入りました。パナソニックでは自動

化、スマート省エネ、スマート素材を通して私たちの未来をデザインしています！パナソニックが

これほど野心的な会社だとは知りませんでした！ 
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提灯作りは、私の心の中でずっと特別な思い出になるでしょう。日本の文化と遺産の一端に触れる

ことができたことは本当にすばらしい経験でした。 

 

第５グループ（環境・グリーン）欧州諸国 

オンラインプログラム 

 ドイツ 大学院生 

合同オリエンテーションは魅力的な文化的要素でいっぱいでしたが、私が最も感銘を受けたのは、

スチュアート・ヴァーナム-アットキン氏が撮影された国立劇場の写真でした。これらの写真から、

日本の舞台芸術と深くつながる豊かな遺産と伝統を垣間見ることができました。写真に関する思い

出や出来事について熱く語るアットキン氏の話に引き込まれました。着物や複雑な模様を描いたポ

スターも魅力的であり、鮮やかな色で繊細に描かれた芸術性の高い織物が、特にそのデザインと伝

統的な歌舞伎役者とつながっているということに関心を持ちました。物語を語る上で、衣装が重要

な役割を果たしているという日本の演劇の世界を、アットキン氏の写真を通して見ることができま

した。説明内容は思慮深く、視覚的な美しさと歴史的重要性を結びつけるものでした。最後に、箸に

関するプレゼンテーションは、その実用性や礼儀において、その重要性が際立っていました。箸は単

なる食器ではなく、日常行動における心遣いや作法を反映しています。正しい使い方とルールを学

ぶことで、シンプルでありながら日本の食文化に欠かせない存在に新たな尊敬の念が生まれました。 

招へいプログラム 

 ドイツ 大学院生 

私が最も印象に残った体験は、早稲田大学への訪問と富士山への訪問の二つです。早稲田大学では、

日本における持続可能性についての教授の質の高い講義と、それをヨーロッパ諸国と比較するディ

スカッションを心から楽しみました。この体験は、テーマへの理解を深めただけでなく、他国におけ

る持続可能性の取り組みについてさらに探求したいという興味をかき立てました。持続可能性に情

熱を持ち、持続可能な革新を通じて変化を促進することにコミットしている者として、特に刺激的

でした。富士山への訪問は、非常に楽しく、その山についてもっと学び、日本にとっての文化的及び

地理生態学的な重要性を理解することができました。美しい写真を伴ったしっかりとした講義と、

VR を使って富士山を体験できる参加型の展示が印象的でした。 

 オーストリア 大学院生 

以前、日本に行ったことがあるので、社会や文化は基本的な理解は持っていましたが、それらに対

し、新しく、より洗練された理解を得ることができました。指導講師たちはとても親切で、質問をし

た際には迅速に答えてくれ、一般的にとても知識が豊富で、もし何か知らないことがあっても、それ

を正直に伝えてくれました。彼らは優しく、私たちの目に日本への興味を灯してくれました。 

私にとって最も印象的な部分は茶道の体験で、すばらしい雰囲気の中で行われたことが非常に印象

的でした。プログラム的に、最も楽しんだのは早稲田大学への訪問で、特に環境問題や関連する社会

の問題について、学生たちがどのように考え、どのように取り組んでいるのかを学べたことが興味深

かったです。 

 ノルウェー 大学院生 

NEDO を訪問して、水素や再生可能エネルギーに関する取り組みについて学ぶのはとても興味深かっ
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たです。また、国立博物館を訪問したことも非常に印象深かったです。コレクションの規模に圧倒さ

れました。特に、神道と仏教の違いが超越され、共に実践されている様子が面白いと感じました。日

本の美しい建築、公園、自然にはとても感動しました。 

 

第６グループ（法の支配）中央アジア・コーカサス地域 

オンラインプログラム 

 ウズベキスタン 大学院生 

プログラムの中で最も印象的だったのは、アトキン氏の講義でした。私は日本の文化や歴史に多少

の知識があるのですが、それでもアトキン氏の言葉はとても印象に残りました。私が最も関心を持

ったのは、干支の動物が人格を形成する上で重要視されているということでした。このユニークな

文化的視点が、とても印象的でした。さらに、アトキン氏の相撲に対する知識には驚かされました。

日本の伝統に関する話を聴き、もっと深く文化に浸り、日本で直接的な体験がしたいという私の願

いはさらに強くなりました。プログラムでのもう一つのハイライトは、グループメンバーとの交流

でした。彼らが、誰に対してもこんなに温かく親切だとは想像していませんでした。彼らの優しさが

深く印象づけられた今、彼らと日本で会うことが本当に楽しみになりました。また、私と同じ国から

参加する仲間を見つけられたことも、嬉しいサプライズとなりました。彼らと一緒に日本に旅し、共

に日本文化について学ぶことができることに、本当にワクワクしています。 

招へいプログラム 

 タジキスタン 社会人 

交流プログラム中、最も印象的な視察先は法務省管轄の東日本成人矯正センターでした。医療支援

を必要とする受刑者の健康ニーズをサポートするために利用できる高度な医療機器に驚かされまし

た。さらにすごかったのは、同センターにおける人権保護のレベルの高さでした。受刑者の健康と福

祉に対する権利が、このような高い専門性と配慮をもって守られていることに驚かされました。 

 アゼルバイジャン 大学院生 

MIRAI プログラムで最も印象深かったのは、慶應義塾大学への訪問でした。日本の法に関する教育に

ついて貴重な知識を得ることができ、また、法の支配についての理解を深める洞察に富んだディスカ

ッションに参加することもできました。浅草にも行くことができ、そこでは抹茶の点て方を習った

り、重要な文化的名所を探検したりと、日本の伝統文化を肌で感じることができ、忘れられない思い

出となりました。すべての体験が勉強になり、文化的にも豊かな日々を送ることができました。 

 ウズベキスタン 社会人 

プログラム中の講義がもちろん重要でしたが、同時に日本を探索し、その豊かな文化や伝統的な部

分に触れることができたのもこのプログラムのすばらしいところでした。その中でもあの象徴的な

富士山を訪れ、活気あふれる浅草の街を体験することができたのは一生の思い出です。法務省国際

協力局（ICD）の講義では、アジア諸国を含むさまざまな国への法的技術協力や、民法、刑法、行政

法などの幅広い分野における法的技術協力について知ることができました。文化的な体験から洞察

に満ちた講義に至るまで、プログラムはすべての面においてすばらしいものでした。 
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６． 参加者の SNS での発信内容（抜粋） 

第１グループ（平和構築）西バルカン諸国 

プレプログラム（オンライン事前学習） 

 

2024 年 9 月 14 日（LinkedIn） 

北マケドニア 大学院生 

初回となるオリエンテーションミーティングがあ

り、「西バルカン諸国と日本が出会う」プログラム

（MIRAI という素敵な名前が付けられています）にお

ける私の旅がいよいよ始まりました。数か月後の日

本への旅と、MIRAI ですばらしい経験をともにする、

素敵な人たちとも顔合わせができて嬉しかったで

す。このように多様で情熱的なグループに刺激を受

け、私も彼らとともに、日本の文化や視点を深く掘り

下げながら、学び、協力し、成長したいと強く思うよ

うになりました。まだ始まったばかりのこの旅が、私

たちをどこへと導くのか、今からとても楽しみです。 
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招へいプログラム 

 

 

2024 年 12 月 8日（Instagram） 

セルビア 大学生 

セルビアを代表して、西バルカン諸国から参加し

たすばらしい参加者と共に日本の外務省が主催す

る著名な MIRAI プログラムに参加することがで

き、とても光栄に思います。このプログラムは、対

話を促し文化や国家を超えて理解を深めるという

非常に重要なテーマに着目するものでした。 

これまでで印象深い経験としては、被爆生存者で

あるガイドさんと広島を歩いたことです。彼のオ

ープンで非常に力強いストーリーは、心に強く響

くと同時に、平和と互いを尊重し合う重要性を強

く訴えかけてきました。 

また、私たちは日本の大学での示唆に富んだ講義

や学生との交流し、意見交換をし、互いに学び合

いました。この旅を続け、知識を深めることに興

奮しています。 

生涯忘れることはないだろう経験を得る機会を提

供して下さった、全ての関係団体に心から感謝し

ます。 

2024 年 12 月 8日（Instagram） 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 大学生 

原爆症による放射能汚染で亡くなった佐々木禎子

さんは、頭上に鶴を掲げ、永遠の存在となってこ

の像の上に立っています。彼女が息を引き取る前

に夢見たのは、世界平和です。 

日本の習慣として、千羽鶴は願いを叶えてくれる

というのがあるそうです。禎子さんの願いは、核

兵器のない世界でした。 
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2024 年 12 月 6日（Instagram 等） 

セルビア 大学生 

都心部は 15 から 50 階までもある高層ビルが立ち

並んでいますが、郊外の住宅街に来るとビルの高

さは 5 階くらいまででした。建物の設計は、広々

とした通りに見事に配置されており、歩道や公園

も整備されています。特に驚いたのは、建物のデ

ザインがそれぞれに独特でありながら、美しく調

和している点です。 

2024 年 12 月 11 日（Instagram） 

北マケドニア 社会人（RYCO 引率者）  

MIRAI プログラムで、西バルカン諸国の学生 13 名

ともに東京と広島で刺激的な研修旅行をしまし

た。 日本文化から学んで応用できることはたくさ

んあります。特に、綿密な計画と管理、耐久性と持

続可能性への重点、清潔さとルールの尊重、平和

構築への献身、他の文化に対する深い敬意と友情

などです。 これらの学習経験の成果が、アクショ

ン・プランや日々の仕事や活動を通じて、参加者

全員によって母国で応用されるのを楽しみにして

います。  
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2024 年 12 月 11 日（Facebook） 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 大学生 

このプログラムでの体験を通じて、私たちは平和

構築、及び、日本と西バルカン諸国間の協力強化

に関連する主要なテーマに焦点を当てました。さ

らに、広島と広島平和記念資料館への非常に意義

深い訪問を通じて、日本文化、相互理解、知的交流

についての理解を深める機会を得ました。 

2024 年 12 月 3日 

（RYCO: Regional Youth Cooperation OfficeのHP） 

「西バルカン諸国の若者 13 人が MIRAI2024/2025

プログラムで日本へ」 

 

 

2024 年 12 月 19 日 

（RYCO: Regional Youth Cooperation Office の HP）「日本

への訪問―西バルカン諸国の 13 人の若者にとっ

ての新たな視点と生涯にわたるつながり」 

2024 年 12 月 23 日（上智大学の HP） 

2024 年度 対日理解促進交流プログラム「MIRAI」

～平和構築～ の交流イベントを開催しました 
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第２グループ（外交・安全保障）欧州諸国 

プレプログラム（オンライン事前学習） 

 

2024 年 9 月 14 日（Facebook）フランス 大学生 

みなさん、こんにちは！MIRAI プログラムについて紹

介します。私は 2024/2025 プログラムに参加してい

ます。 

今年は世界中から 83 名の参加者が、日本を訪ねて政

治や経済関連機関について学び、文化的かつ学術的

な側面から互いの国のつながりを深めます。楽しそ

うな画像が見えていると思いますが、今日のプログ

ラムでは参加者と実施機関の交流をするとともに、

アットキン氏という日本在住歴がとても長い英国人

男性による日本の文化についての講義がありまし

た。他のメンバーに実際に会うことや、日本の地を訪

ねるのがとても楽しみです。次の機会が待ち遠しい

です。 

招へいプログラム 

  

2024 年 11 月 8日（LinkedIn） 

イタリア 大学院生 

11 月 6 日に日本に到着したのですが、最初からす

ばらしい経験の連続でした。初日には外務省を訪

問する機会を頂き、日本の外交姿勢について見識

を深めることができました。翌日には防衛省を訪

問し、日本の防衛政策と地域安全保障の展望につ

2024 年 11 月 11 日（Facebook） 

デンマーク 大学生 

MIRAI2024 のプログラムを通して日本で過ごした

1 週間は、私に多くのすばらしい経験と出会いも

たらしました。 

私が属していた「G2： 外交・安全保障」のグルー

プは外務省、防衛省、国会議事堂、慶應義塾大学な
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いて学びました。 

JICA で過ごした時間が特に印象に残っており、武

藤亜子専任研究員や他の参加者とともに、人間の

安全保障について議論しました。人間の安全保障

が私たち一人ひとりにとって、また世界にとって

どのような意味を持つのかを探っていきました。 

ここ東京で、さらに多くの充実した経験が得られ

ることを楽しみにしています。 

ど、さまざまな機関を訪問しました。 

プログラム中、数多くの日本の外交政策に関する

興味深く洞察に富んだ講義を受け、特に自由で開

かれたインド太平洋（FOIP）に焦点を当てた日本

の外交・安全保障政策について話し合う機会があ

ったのがよかったです。 

参加者からもそれぞれの国の情勢や、世界情勢に

ついての意見を聞く機会もありました。 

一週間という時間は日本文化の全てを学び、体験

するには時間が足りず、もうすぐプログラムが終

了するのは大変残念ですが、今後も日本を訪れた

いと思っています。 

 

 

2024 年 11 月 10 日（LinkedIn） 

イタリア 大学院生 

こんにちは。MIRAI プログラムの日本での冒険も

残り半分。私が強い意欲を持って取り組んでいた

外交と地政学に、久しぶりに触れることができま

した。このプログラムで多くの出会いがありまし

た。私と同じようにヨーロッパから招へいされた、

異なる背景を持った参加者から、数日前に細谷雄

一先生の日本の外交と外交政策の展望について議

論する講義で出会った慶應義塾大学の学生まで、

出会ったすべての人に対し感謝の念しかございま

せん。 

2024 年 11 月 11 日（LinkedIn） 

ポルトガル 大学院生 

圧倒されるような経験をしています。未だに自分

が東京にいることさえ信じられないのに、もう終

わりが近づいています。この一週間は楽しく、多

くの知識を得、いくつもの文化的な体験もしまし

た。 

外交、人間の安全保障、保護する責任、FOIP など

の概念は、最も議論されていることであり、国際

関係学を専攻する博士課程の学生である私にとっ

て、それらの概念に立ち返って実際のフィールド

ワークをすることや、日本の視点に立った第一次

情報を得ることは、本当に重要なものになりまし
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た。 

 

2024 年 11 月 19日（慶応義塾大学 法学部 教授 細

谷 雄一 氏の X） 

昨日、慶應義塾大学にて、外務省 MIRAI プログラ

ムを通じて日本を訪問した欧州からの学生たちを

迎えて、鶴岡路人准教授と私の授業を受けて頂き

ました。その後、慶應の学生と交流して、大学キャ

ンパスを散策し、日本への理解を深めて頂きまし

た！ 

 

第３グループ（経済・ビジネス）欧州諸国 

プレプログラム（オンライン事前学習） 

 

2024 年 9 月 14 日（Facebook）ギリシャ 大学生 

今日は 2024/2025 MIRAI プログラムの合同オリエン

テーションでした。何十年も日本に住んでいる英国

人、アットキン氏による日本や日本文化についての

講義がありました。箸のエチケットや日本の舞台芸

能についてなど、多くを教わりました。そして何より

興奮したのは、私と同じグループ 3「経済・ビジネス」

のメンバーに会い、つながることができたことです。

今日のオリエンテーションは本当にワクワクする経

験でした。プログラムを通して、さらに学べるのが楽

しみです。この機会を設けて下さったこと、そしてガ

イダンス内容にもとても感謝しています。 
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招へいプログラム 

  

2024 年 11 月 7日（Facebook 等） 

スロバキア 大学生 

1 日目 今日は一橋大学と国立第一中学校を訪問

しました。 

一橋大学では、竹内幹准教授による興味深い講義

に参加し、その後、日本の学生たちと一緒にグル

ープ・ネットワーキングと昼食をとりました。共

同体意識、協調性、思いやりがいかに深く日本社

会に根付いているかを知ることができたのは面白

かったです。日本人は思いやりがあり、礼儀正し

いと思っていましたが、なぜこのような特徴があ

るのかを学ぶことで、完全に把握し、理解するこ

とができました。 

昼食後は、近くの中学校でキャンパスや生徒たち

の様子を知りました。ここではいくつかの授業を

見学し、生徒や先生と交流しました。日本の教育

システムをこの目で見ることができて楽しかった

です。その包括的で画一的な感覚は、私が母国で

慣れ親しんできたものとは大きく異なっていまし

た。授業や学校のシステム全体がとてもきちんと

整理整頓されていることに驚きました。この経験

がどのように続いていくのか楽しみです！ 

2024 年 11 月 6日（Instagram） 

ルーマニア 大学生 

MIRAI プログラムのために、東京に降り立ったば

かりですが、圧倒されています！この街は想像以

上です。写真やビデオでは伝わらない、東京のス

ケールとエネルギーは、実際に東京に行けば感じ

ることができます。 

どの地域にも独自の雰囲気があります。たとえば

銀座は、洗練されたガラス張りのビルと広い並木

道で、完璧に整理されています。しかし、散策して

いるうちに、街は移り変わっていきます。低層ビ

ル、こぢんまりとした一戸建て、小さな商店、コン

ビニがいたるところにあり、通りには電線が網の

目のように張り巡らされています。 

今日、私はいくつかのすばらしい場所で伝統的な

日本料理を初めて味わうことができました。昼食

のレストランでは、玄関で靴を脱いで座布団に座

り、美しく装飾された部屋でおいしい料理を楽し

みました。忘れられない経験です！ 

明日から正式にプログラムが始まります。東京で

何が待っているのか楽しみです！ 
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2024 年 11 月 7日（LinkedIn） 

英国 大学生 

ヨーロッパ中の何千という応募者の中から、MIRAI

日本招聘プログラム（経済・ビジネスグループ）の

英国代表に選ばれたことを分かち合えて感激して

います！ 

法学部の学生である私は、金融や 経済を対象とし

た典型的なプログラムに英国を代表 して参加す

る機会に驚き、また感謝しています。外務省とJICE

によって企画されたこの経験は、日本の経済的枠

組みやビジネスの状況についてユニークな洞察を

与えてくれました。 

初日、私は経済学で有名な一橋大学を訪れました。

竹内幹先生とその学生たちとゼミに参加し、「じゃ

んけん」を通じてゲーム理論の概念を学び、今日

のビジネスにおける意思決定との関連性について

話し合いました。 

このすばらしい体験からさらに多くのことを分か

ち合うことを楽しみにしています！ 

2024 年 11 月 20 日（一橋大学 大学院経済学研究

科・経済学部 准教授 竹内 幹 氏の LinkedIn） 

私は、外務省の日本理解促進プログラム「MIRAI」

の一環として、ヨーロッパ 12か国の若者たちを一

橋大学の竹内研究室に迎える機会に恵まれまし

た。参加者は、チームで「囚人のジレンマ」ゲーム

を行い、協力の大切さを肌で感じ、日本の経済力

の一つは「信頼」にあることを理解しました。この

信頼は、初等・中等教育に根ざしていると私は考

えています。（後略） 



 

33 
 

  

2024 年 11 月 27 日（ルーマニアのオンライン新聞

社 ZIUA de CLUJ の HP） 

「日本とヨーロッパ諸国の間の文化的及び専門的

交流を促進することを目的とした、MIRAI プログ

ラムでルーマニアを代表して UTCN の学生が参加

しました」 

2024 年 11 月 27 日（Technical University of 

Cluj-Napoca の Facebook） 

日本の専門家とディスカッションしたことや、大

学、東証 Arrows を訪問し、様々な教育・文化活動

に参加したことを紹介。 

  

2024 年 12 月 2日（GREECEJAPAN の HP） 

「MIRAI 日本政府青年交流プログラム ユニーク

な体験！」 

参加者の日本での体験談を紹介 

2024 年 12 月 9日（UNIVERSITY OF TARTU 

Institute of Cultural Research の HP） 

「日出ずる国での一週間」 

参加者の日本での体験談を紹介 
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第４グループ（科学・技術）欧州諸国 

プレプログラム（オンライン事前学習） 

 

2024 年 9 月 14 日（LinkedIn）リトアニア 

この度、私は未来の若手リーダーを対象とした MIRAI

プログラムの科学・技術をテーマとしたグループに

参加することになりました！この名誉あるプログラ

ムでは、ヨーロッパから学生や若手社会人が集まり、

日本で忘れられない 1 週間を過ごします。日本では

議論をしたり、政府機関の訪問、教育機関や企業の見

学をしたり、文化体験を行ったりします。このプログ

ラムの目的は、相互理解と協力関係の強化、知的な議

論の促進、そして、日欧間の強固な絆の構築です。本

日のプレプログラムでは、1970 年代から日本に在住

するイギリス人、スチュアート・ヴァーナム-アトキ

ン氏による「日本文化トリビア集」と題した講義が行

われました。彼の洞察に満ちたプレゼンテーション

を通して、日本という国のアイデンティティを形成

する深く根付いた伝統や価値観、日常生活での意味

合いなど、日本の豊かな文化遺産について、私は多く

のことを学びました。ヴァーナム-アトキン氏の豊富

な知識と魅力的な語り口は、このセッションを教育

的かつ刺激的なものにしてくれました。また、同じ科

学・技術グループの参加者とのディスカッションも

すばらしいものでした。MIRAI プログラムに対する私

の興奮をさらに高めてくれたすばらしいオリエンテ

ーションでした。 
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招へいプログラム 
 

 

 

 

2024 年 12 月 9日（LinkedIn）リトアニア 

MIRAI プログラム 1－2日目 

1 日目はオリエンテーションから始まり、全体の

日程を紹介されました。 また、日本食を体験する

機会もあり、ユニークな文化体験になりました。 

私の口にはあまり合いませんでしたが、日本の味

と伝統を探求する機会に感謝しました（だんだん

慣れてきました）。 

２日目は、芝浦工業大学（SIT）を訪れ、日本人科

学者の研究室を見学する機会に恵まれました。 最

先端の技術やイノベーションについて専門家と直

接話し合うのは、とても興味深いものでした。 こ

のような洞察に基づき、私たちは彼らの先進的な

アプローチに触発されながら、創造性と問題解決

力も合わせて、独自のアイデアやイノベーション

を生み出そうと協力しました。 また、SIT の学生

たちと、科学技術の発展とその社会的利益との関

係について議論するすばらしい機会でもありまし

た（すばらしい仲間に恵まれたことに感謝）。 

ひとつ明らかになったことがあります。私たちが

明日の課題に対する解決策を模索している間に、

日本はすでに未来を築いているのです。 

この旅は目を見張るようなものでした。 

明日は何が待っているのか、とても楽しみです！ 

2024 年 12 月 6日（Instagram）ドイツ 

パナソニックセンターの訪問は、信じられないよ

うな体験でした。日本を代表する電機メーカーで

あるパナソニックの歴史に触れることができただ

けでなく、未来へのビジョンも垣間見ることがで

きました。最先端技術と革新的なアイデアのショ

ーケースには畏敬の念を覚えました。パナソニッ

クの、未来志向で持続可能かつ公平なソリューシ

ョンの創造へのコミットメントは、本当に際立っ

ていました。パナソニックがどのように環境責任

と社会正義を統合しイノベーションに組み込んで

いるのかを見ることができたのは感動的です。 

今回の訪問で私が最も気に入ったことのひとつ

は、「新しいリアル」を体験したことです。世界中

の人々にとって、より安全で快適で幸せな未来を

築くためにデザインされたテクノロジーの展示に

ワクワクしました。瞑想ルームとオーラメディテ

ーション（注）もまたすばらしい体験でした。 

（注）オーラメディテーション：被験者の内面の状態を“オ

ーラ”のように可視化する装置 
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2024 年 12 月 7日（Facebook）アイスランド 

私は日本にいます。科学技術をテーマにした

MIRAI2024 のプログラムに参加し、ヨーロッパ中

から集まった 14 人のすばらしい仲間たちと一緒

に活動できることを、とても光栄に思っています。 

この数日間、日本の豊かな文化、最先端のイノベ

ーション、画期的な研究に触れる機会を得ました。

先進的な研究所や持続可能な技術の見学から、人

生を変えるような補助器具の体験、さらには日本

の宇宙開発への入り口の訪問まで、どの瞬間も本

当に刺激的でした。 食事も、人々も、もてなしも、

すばらしいの一言に尽きます！このすばらしい旅

で得た知識と思い出は一生の宝物です。 

2024 年 12 月 5日（Instagram）マルタ 

今日は SIT（芝浦工業大学）において大学院生と意

見交換をし、キャンパス・ライフを体験し、そして

先生方と新しく革新的な研究について議論をしま

した。最も盛り上がったのは、一日がかりのグル

ープワークを通して、革新的な研究をもとに考え

た、新しく刺激的で持続可能な技術の応用につい

ての発表でした。私が大切にしていることの一つ

に日本の学生の生活を知るということがあり、キ

ャンパスでの過ごし方や勉強方法だけではなく、

科学や研究分野に対する考え方についても詳しく

知ることができました。また、私たちのライフスタ

イルや趣味、そしてマルタと日本という国の共通

点や相違点について、新しい友人達と交流ができ

たこともすばらしい体験でした。私たちの文化交

流は、会話を通してだけではなく（双方の国の）お

菓子を通しても行われ、どちらも楽しかったです。 
 

2024 年 12 月 18 日 

（蔭山利兵衛商店ホームページ） 

「外務省が推進する対日理解促進交流プログラム

「MIRAI」欧州 15か国から 15名の訪日団が来日さ

れ、提灯づくり体験を実施しました！」 
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第５グループ（環境・グリーン）欧州諸国 

プレプログラム（オンライン事前学習） 

 

2024 年 9 月 14 日（LinkedIn）英国 大学院生 

「MIRAI 2024」文化交流プログラムに参加する機会

をいただき、とてもワクワクしています。このプロ

グラムは、日本の経済、社会、歴史、文化、政治、

外交政策の促進とともに、ヨーロッパと日本の学術

的な結びつきを築く機会を提供するものです。今日

のプログラムでは、スチュアート・ヴァーナム-アッ

トキン氏が登壇し、英国から日本への移住に影響を

与えた要因や、自身で集めた日本文化的なコレクシ

ョンについて、とても興味深い講義をしてくれまし

た。ヴァーナム-アットキン氏は、日本での体験談を

交えながら、招き猫、書道筆、円札、相撲の興行や

観戦体験など、さまざまな文化的工芸品を、その歴

史とともに見せて下さいました。この講義は非常に

貴重であり、文化に対する理解を深め、また MIRAI

プログラムの参加者として日本を訪れることへの

期待をさらに高めてくれました。 

 

招へいプログラム 
 

2024 年 11 月 10 日（LinkedIn）英国 大学院生 

MIRAI プログラムの 2 日目は非常に刺激的で、2

つの施設を訪問しました。1 つは新エネルギー・

産業技術総合開発機構（NEDO）、もう 1つは川崎生

命科学・環境研究センター（LiSE）です。 

NEDO での講義では、日本における水素技術の革新

と開発について紹介を受けました。日本では再生

可能エネルギーのための利用可能な土地が限ら

れているため、その対策として水素技術が注目さ

れています。水素燃料電池の研究には多くの分野

があり、車両やエネルギーミックスへの利用が計

画されていること、また国際輸出ネットワークを

通じてヨーロッパ、アジア、オセアニア間で加圧

水素の安全な輸出入が目指されていることを学

びました。 

NEDO の担当者は、日本の水素システムにおける企

業の役割について説明し、応用研究や実証実験、
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国内での水素システムの規制を継続的に行うと

いう NEDO の主要な使命を紹介しました。プレゼ

ンテーションでは、水素燃料電池や水素車、エネ

ルギーシステム内での水素の市場化を通じ、2050

年までに日本のカーボンニュートラルを達成す

るための取り組みがどのように進められている

かを概説しました。この取り組みは 2009 年に始

まり、2050 年までのロードマップが示されていま

す。 

このすばらしい機会を提供してくださった NEDO

の担当者の皆様、講義中に私たちの質問にすべて

丁寧に答えてくださったことに心から感謝を申

し上げます。 

 

2024 年 11 月 12 日（Instagram） 

ノルウェー 大学院生 

川崎市の生命科学環境研究センター（LiSE）訪問

中、私たちは地元の公害との闘いの歴史について

学びました。1945 年から 1970 年にかけて、川崎

市内のいくつかの工場の発展に伴い、気管支炎や

ぜんそくの症例が増加し、これが抗議活動の一因

となりました。70 年代以降、新しい法律や規制が

導入され、汚染の減少に貢献してきました。LiSE

は様々な気候や環境に対処するだけでなく、規制

と監視の取り組みも続けています。 
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2024 年 11 月 20 日（LinkeIn） 

チェコ共和国 大学院生 

初めての LinkedIn 投稿を特別な機会のために取

っておきましたが、今がその完璧なタイミングだ

と感じています。 

2、000 人以上の応募者の中から選ばれ、MIRAI 

2024 プログラムの一環としてチェコ共和国を代

表し「環境・グリーン」のグループに参加すると

いう名誉をいただきました。東京での 1週間は、

学びや刺激、そして深い文化体験に満ちた充実し

た時間でした。この経験は、これからも大切な思

い出として心に刻まれることでしょう。 

旅のハイライトをご紹介します： 

●早稲田大学での交流 

日本の学生たちと交流し、リサイクルや環境問題

への社会的アプローチについて意見を交わしま

した。こうした対話が文化の違いを越える様子は

とても興味深いものでした。 

●川崎市の NEDO と LiSE 訪問 

忘れられない訪問でした。川崎が汚染された工業

地帯から環境回復のモデルへと変貌を遂げた過

程を目の当たりにしました。NEDO では、日本が目

指す水素社会の実現について学びました。特に、

持続可能なエネルギー源として水素を一般市民

に広く受け入れてもらうためのコミュニケーシ

ョン戦略がどのように展開されるのか、大いに興

味を持ちました。 

 

 

●外務省での報告会 

外務省のホールで私たちの考えを発表する経験

は非現実的なほど感動的でした。深沢外務大臣政

務官とお会いし、環境問題の解決策について議論

できたことは、謙虚さと同時に大きな力を感じる

瞬間でした。 

●日本文化の体験 

本格的な日本料理を味わい、大涌谷と富士山世界

遺産センターを訪れ、茶道を体験し、東京国立博
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物館のサムライの歴史や伝統工芸に関するすば

らしい展示を見学しました。一つ一つの瞬間が、

日本の豊かな文化遺産を祝福する時間でした。 

この 1週間を通じて、慣れ親しんだ環境や安心で

きる範囲から一歩踏み出すという行動の価値、チ

ャンスを掴むこと、他者の視点から学ぶことの重

要性を実感しました。また、気候変動や持続可能

性といった世界共通の課題に取り組む際に、国際

協力の力の大きさを改めて感じました。 

皆さんに、心から感謝申し上げます。 

 
 

 

2024 年 11 月 11 日（早稲田大学 大学院環境・エネル

ギー研究科の HP） 

「外務省が推進する対日理解促進交流プログラム

「MIRAI」で欧州学生との交流を行いました」 

2024 年 11 月 21 日 

（Vienna University of Technology（オーストリ

ア・ウィーン工科大学）のウェブサイト） 

「ウィーン工科大学の学生がMIRAIプログラムに参

加」 
 

2024 年 11 月 26 日（UNIVERSITE DU LUXEMBOURG 法学部 経済・ファイナンス学部の HP） 
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「あらゆる機会を行動に移す学生」参加者のインタビューにて MIRAI の経験を紹介。 

 

第６グループ（法の支配）中央アジア・コーカサス地域 

プレプログラム（オンライン事前学習） 

 

2024 年 9 月 14 日（LinkedIn）ウズベキスタン 

私は幸運にも、外務省と日本国際協力センターが実

施する日本のMIRAIプログラムの法の支配をテーマ

としたグループの参加者として選ばれました。

MIRAI を日本語の「未来」と訳す人もいるかもしれ

ま せ ん が 、 こ こ で は 「 Mutual-understanding 

Intellectual Relations Academic-exchange 

Initiative」の略語となっています。MIRAI プログ

ラムは、中央アジアと日本の友好を促進し、未来に

向かう世代が日本に対する理解を深めることを目

的としています。9 月 14 日には、MIRAI で初めての

オンライン・オリエンテーション・プログラムが開

催されました。ヨーロッパ、コーカサス、中央アジ

アから 83 名が参加しました。このオリエンテーシ

ョンでは、スチュアート・ヴァーナム-アトキン氏に

よる情報豊かで面白い講義があり、私たちは日本文

化について学ぶことができました。その後は、2024、

2025 年に日本を訪問する他の参加者たちと交流を

しました。 
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招へいプログラム 

 

 

2025 年 1月 17 日（Instagram） 

アゼルバイジャン 大学院生 

MIRAI プログラムで東京を探索中。 

MIRAI プログラムの参加者として、私が経験して

いるすばらしい経験を共有させてください！ 

アゼルバイジャンを代表して、私は日本の豊かな

歴史、文化、法制度を探求する機会を得ました。政

府機関を訪問し、文化交流を行い、法の支配に対

する日本の姿勢について学んでいます。 

2025 年 1月 18 日（Facebook） 

カザフスタン 大学生 

日本で参加した MIRAI プログラムでの経験を共有

させてください。 

覚えているかもしれませんが、私は、日本国際協

力センター（JICE）と外務省が主催する名誉ある

MIRAI プログラムの参加者の一人として選ばれま

した。 

中央アジア・コーカサス地域を対象としたこのプ

ログラムの枠組みの中で、選ばれたテーマは「法

の支配」でした。プログラム期間中、私たちは法務

省、外務省、最高裁判所など、さまざまな政府機関

を訪問する機会を得ました。歴史的に多くの苦難

を乗り越え、未来を築いてきた日本から学ぶこと

は非常に多いです。 

中央アジアやコーカサスには、法的規制の分野で

発展する可能性のある国が多くあります。 

つまり、これらの国々は、比較法的分析を通じて、

日本の法的知見を自国の制度に適応させる方法を

学ぶことができます。 
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より大きなものの一部なって、社会の役に立つこ

とは、常に私たちの最大の目標です。 

このプログラムから学び、見識を共有し続けるこ

とにワクワクしています。日本での旅の続報にご

期待ください。 

  

2025 年 1月 19 日（Facebook） 

ジョージア 社会人 

MIRAI 招へいプログラム（法の支配）プログラムで

すばらしい体験が終わりを告げようとしていま

す。日本の豊かな文化を満喫したり、統治と正義

について洞察に満ちた議論を交わしたりと、この

旅は本当に変化に富んだものでした。主要な機関

を訪問し、世界中から集まった刺激的な人々と交

流することで、法の支配とその世界的意義につい

ての理解が深まりました。道中で得た思い出、知

識、友情に感謝しかありません。ありがとう、日

本！ 

2025 年 1月 20 日（Facebook） 

タジキスタン 社会人 

日本の MIRAI プログラムは、中央アジアとコーカ

サスから参加者を集め、世界で最も刺激的な国の

ひとつである日本で「法の支配」を探求するまた

とない機会となりました。その経験について共有

させてください。 
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2025 年 1 月 30 日（西村あさひ法律事務所・外国

法共同事業ホームページ） 

「外務省が推進する対日理解促進交流プログラム

「MIRAI」における事務所訪問、国際投資法・競争

法に関する講義」 

外務省が推進する対日理解促進交流プログラム

「MIRAI」の一環として、2025 年 1月20日（月）に

中央アジア・コーカサス地域の 8 か国の大学生大

学院生及び社会人が西村あさひ法律事務所・外国

法共同事業を訪問し、弊所弁護士による国際投資

法・競争法に関する講義が行われました。 

本講義においては、 「競争法の視点から見る国際

関係について」「外国投資の保護及び投資紛争の解

決」と題する講義を行うとともに、参加者との間

で質疑応答が活発に行われました。 

本講義が、我が国のリーガル・プラクティス及び

国際投資法・競争法の理解等を通じた法の支配の

促進についての参加者の理解の一助となれば幸い

です。 

2024 年 1 月 27 日（トルクメニスタン教育省のホ

ームページ） 

「トルクメニスタンの国立大学の学生が日本への

短期コースに参加」 

1 月 13 日から 21 日にかけて、トルクメニスタン

の国立大学の学生が、日本の「対日相互理解・知的

交流・学術交流イニシアティブ（MIRAI）」の「法の

支配」分野における短期研修プログラムに参加し

ました。 

本研修の目的は、参加者が日本の法制度や教育シ

ステム、文化、芸術、歴史的名所、伝統について学

ぶことにあり、高度な専門知識を持つ専門家によ

る講義が実施されました。 

また、本プログラムには、カザフスタン、キルギ

ス、タジキスタン、ウズベキスタン、アゼルバイジ

ャン、アルメニア、ジョージアといった国々から、

法学を専攻する学生や大学院生、法律関係者が参

加しました。 
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プログラム参加中の様子や参加者の声は SNS を通して広く発信されています。 

X(旧 Twitter)、 Instagram、 Facebook ハッシュタグ：#MIRAI2024 #SharemyMIRAI 

 


